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(57)【要約】
【課題】異常発生時（障害発生時）でも画像の伝送を確
保することができる内視鏡システムを提供する。
【解決手段】撮像部１０２は、被写体を撮像して画像情
報を生成する。送信部１０９は、撮像部１０２が生成し
た画像情報を、複数の異なる伝送方式により送信する。
受信部１１０は、送信部１０９によって複数の異なる伝
送方式により送信された画像情報を受信する。画像処理
部１１１は、受信部１１０によって受信された画像情報
を処理する。また、送信部１０９は、撮像部１０２が生
成した画像情報を、複数の異なる伝送方式のそれぞれに
対応した、複数の異なる型式の変換画像情報に変換して
出力する変換部を有する。受信部１１０は、受信された
複数の異なる型式の変換画像情報を画像情報に再変換し
て出力する再変換部を有する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像して画像情報を生成する撮像部と、
　前記撮像部が生成した前記画像情報を、複数の異なる伝送方式により送信する送信部と
、
　前記送信部によって前記複数の異なる伝送方式により送信された前記画像情報を受信す
る受信部と、
　前記受信部によって受信された前記画像情報を処理する画像処理部と、
　を有し、
　前記送信部は、前記撮像部が生成した前記画像情報を、前記複数の異なる伝送方式のそ
れぞれに対応した、複数の異なる型式の変換画像情報に変換して出力する変換部を有し、
　前記受信部は、受信された前記複数の異なる型式の前記変換画像情報を前記画像情報に
再変換して出力する再変換部を有する内視鏡システム。
【請求項２】
　前記受信部は、前記複数の異なる伝送方式のそれぞれによる伝送路の障害を検出する障
害検出部を有し、
　いずれかの伝送方式による伝送路の障害が検出された場合に、前記再変換部は障害の無
い伝送方式により送信された前記変換画像情報のみ前記画像情報に再変換して出力する、
請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記複数の異なる伝送方式が第１の伝送方式と第２の伝送方式を含み、
　前記障害検出部は、障害を検出した結果を示す障害検出情報を前記送信部へ出力し、
　前記変換部は、前記第１の伝送方式による伝送路の障害が検出されていない場合に、前
記第１の伝送方式に対応した型式の第１の変換画像情報と、前記第２の伝送方式に対応し
た型式の第２の変換画像情報とを生成し、前記第１の伝送方式による伝送路の障害が検出
された場合に、前記第２の伝送方式に対応した型式の第３の変換画像情報を生成し、
　前記再変換部は、前記第１の伝送方式による伝送路の障害が検出されていない場合に、
前記第１の変換画像情報と前記第２の変換画像情報とから前記画像情報を生成し、前記第
１の伝送方式による伝送路の障害が検出された場合に、前記第３の変換画像情報から前記
画像情報を生成する、請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記複数の異なる伝送方式が、専用線による有線通信を用いる伝送方式を含む、請求項
１に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記複数の異なる伝送方式が、無線通信を用いる伝送方式を含む、請求項１に記載の内
視鏡システム。
【請求項６】
　前記複数の異なる伝送方式が、電源線へ前記画像情報を重畳する伝送方式を含む、請求
項１に記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　前記複数の異なる伝送方式が、専用線による有線通信を用いる伝送方式と、無線通信を
用いる伝送方式とを含む、請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項８】
　前記複数の異なる伝送方式が、専用線による有線通信を用いる伝送方式と、電源線へ前
記画像情報を重畳する伝送方式とを含む、請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項９】
　前記送信部が対応可能な伝送方式を識別する識別情報を生成する識別部をさらに有し、
　前記再変換部は、前記識別情報に基づいて、前記受信部が対応可能な伝送方式のうち前
記送信部が対応可能な伝送方式のみに対応した前記変換画像情報を前記画像情報に再変換
する、請求項１に記載の内視鏡システム。
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【請求項１０】
　前記受信部が対応可能な伝送方式を識別する識別信号を生成する識別部をさらに有し、
　前記変換部は、前記識別情報に基づいて、前記送信部が対応可能な伝送方式のうち前記
受信部が対応可能な伝送方式のみに対応した前記変換画像情報を出力する、請求項１に記
載の内視鏡システム。
【請求項１１】
　前記送信部は、前記複数の異なる伝送方式毎に独立した送信出力部を有し、
　各送信出力部は、同一の前記画像情報を、前記複数の異なる伝送方式間で異なるタイミ
ングで送信する、請求項１に記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像部が被写体を撮像して得られた画像情報を画像処理部に伝送し、伝送さ
れた画像情報に対して画像処理部が画像処理を行う内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡においては、撮像を行う内視鏡スコープと、画像処理を行う画像処理プロセ
ッサ装置との間の画像の伝送方式として、アナログおよびデジタル等の電気信号による通
信や、光ファイバーを用いた光通信、所定の帯域の電波を用いる無線通信を用いたものが
提案されている。一方、配線上のストレスによる断線や、腐蝕等による接触不良、または
、高周波処置具等の影響により上記の各種伝送方式による伝送ができなくなる場合がある
。
【０００３】
　内視鏡のような医療機器では、診断中や治療中に上記のような状態となることは好まし
くないため、伝送部に冗長性を持たせ、異常発生時でも画像出力を確保するシステムが各
種提案されている。たとえば、特許文献１では、複数の伝送路を持ち、伝送路の異常を検
出した場合には、中継手段により正常なラインを選択し、確実に伝送を行うシステムが開
示されている。また、特許文献２には、高周波処置具の作動スイッチに連動して送信出力
を増加させる無線方式の内視鏡システムが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－２９９６９４号公報
【特許文献２】特開２００１－４６３３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来技術の内視鏡では、異常発生時の代替伝送路として、通常時の伝送路と同等のもの
を使用している。しかし、異常発生の原因によっては代替伝送路も同様の異常が発生する
ことが考えられ、画像の伝送が確保できない可能性がある。特許文献１，２ではこの観点
について記載されていない。
【０００６】
　本発明は、上述した課題に鑑みてなされたものであって、異常発生時（障害発生時）で
も画像の伝送を確保することができる内視鏡システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたもので、被写体を撮像して画像情報を
生成する撮像部と、前記撮像部が生成した前記画像情報を、複数の異なる伝送方式により
送信する送信部と、前記送信部によって前記複数の異なる伝送方式により送信された前記
画像情報を受信する受信部と、前記受信部によって受信された前記画像情報を処理する画



(4) JP 2012-245107 A 2012.12.13

10

20

30

40

50

像処理部と、を有し、前記送信部は、前記撮像部が生成した前記画像情報を、前記複数の
異なる伝送方式のそれぞれに対応した、複数の異なる型式の変換画像情報に変換して出力
する変換部を有し、前記受信部は、受信された前記複数の異なる型式の前記変換画像情報
を前記画像情報に再変換して出力する再変換部を有する内視鏡システムである。
【０００８】
　また、本発明の内視鏡システムにおいて、前記受信部は、前記複数の異なる伝送方式の
それぞれによる伝送路の障害を検出する障害検出部を有し、いずれかの伝送方式による伝
送路の障害が検出された場合に、前記再変換部は障害の無い伝送方式により送信された前
記変換画像情報のみ前記画像情報に再変換して出力する。
【０００９】
　また、本発明の内視鏡システムにおいて、前記複数の異なる伝送方式が第１の伝送方式
と第２の伝送方式を含み、前記障害検出部は、障害を検出した結果を示す障害検出情報を
前記送信部へ出力し、前記変換部は、前記第１の伝送方式による伝送路の障害が検出され
ていない場合に、前記第１の伝送方式に対応した型式の第１の変換画像情報と、前記第２
の伝送方式に対応した型式の第２の変換画像情報とを生成し、前記第１の伝送方式による
伝送路の障害が検出された場合に、前記第２の伝送方式に対応した型式の第３の変換画像
情報を生成し、前記再変換部は、前記第１の伝送方式による伝送路の障害が検出されてい
ない場合に、前記第１の変換画像情報と前記第２の変換画像情報とから前記画像情報を生
成し、前記第１の伝送方式による伝送路の障害が検出された場合に、前記第３の変換画像
情報から前記画像情報を生成する。
【００１０】
　また、本発明の内視鏡システムにおいて、前記複数の異なる伝送方式が、専用線による
有線通信を用いる伝送方式を含む。
【００１１】
　また、本発明の内視鏡システムにおいて、前記複数の異なる伝送方式が、無線通信を用
いる伝送方式を含む。
【００１２】
　また、本発明の内視鏡システムにおいて、前記複数の異なる伝送方式が、電源線へ前記
画像情報を重畳する伝送方式を含む。
【００１３】
　また、本発明の内視鏡システムにおいて、前記複数の異なる伝送方式が、専用線による
有線通信を用いる伝送方式と、無線通信を用いる伝送方式とを含む。
【００１４】
　また、本発明の内視鏡システムにおいて、前記複数の異なる伝送方式が、専用線による
有線通信を用いる伝送方式と、電源線へ前記画像情報を重畳する伝送方式とを含む。
【００１５】
　また、本発明の内視鏡システムは、前記送信部が対応可能な伝送方式を識別する識別情
報を生成する識別部をさらに有し、前記再変換部は、前記識別情報に基づいて、前記受信
部が対応可能な伝送方式のうち前記送信部が対応可能な伝送方式のみに対応した前記変換
画像情報を前記画像情報に再変換する。
【００１６】
　また、本発明の内視鏡システムは、前記受信部が対応可能な伝送方式を識別する識別信
号を生成する識別部をさらに有し、前記変換部は、前記識別情報に基づいて、前記送信部
が対応可能な伝送方式のうち前記受信部が対応可能な伝送方式のみに対応した前記変換画
像情報を出力する。
【００１７】
　また、本発明の内視鏡システムにおいて、前記送信部は、前記複数の異なる伝送方式毎
に独立した送信出力部を有し、各送信出力部は、同一の前記画像情報を、前記複数の異な
る伝送方式間で異なるタイミングで送信する。
【発明の効果】
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【００１８】
　本発明によれば、送信部において、画像情報を、複数の異なる伝送方式のそれぞれに対
応した、複数の異なる型式の変換画像情報に変換し、受信部において、複数の異なる型式
の変換画像情報を画像情報に再変換して出力することによって、特定の伝送方式に対応し
た伝送路で異常（障害）が発生して画像の伝送が確保できなくても他の伝送方式に対応し
た伝送路で画像の伝送を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムの構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムにおける内視鏡スコープと画像処
理プロセッサ装置の構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態において、アナログ差動信号で画像信号を伝送する伝送
方式の構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の第１の実施形態において、デジタル差動信号で画像信号を伝送する伝送
方式の構成を示すブロック図である。
【図５】本発明の第１の実施形態において、光通信を使用してアナログ画像信号を伝送す
る伝送方式の構成を示すブロック図である。
【図６】本発明の第１の実施形態において、光通信を使用してデジタル画像信号を伝送す
る伝送方式の構成を示すブロック図である。
【図７】本発明の第１の実施形態において、無線通信を使用してデジタル画像信号を伝送
する伝送方式の構成を示すブロック図である。
【図８】本発明の第１の実施形態において、人体通信を使用してデジタル画像信号を伝送
する伝送方式の構成を示すブロック図である。
【図９】本発明の第１の実施形態において、電源ライン通信を使用してデジタル画像信号
を伝送する伝送方式の構成を示すブロック図である。
【図１０】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムにおける送信部の構成を示すブ
ロック図である。
【図１１】本発明の第１の実施形態における伝送タイミングを示すタイミングチャートで
ある。
【図１２】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムにおける受信部の構成を示すブ
ロック図である。
【図１３】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムにおける変換部の構成を示すブ
ロック図である。
【図１４】本発明の第１の実施形態において、偶数画素間引き画像と奇数画素間引き画像
を生成する様子を示す参考図である。
【図１５】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムにおける再変換部の構成を示す
ブロック図である。
【図１６】本発明の第１の実施形態において、間引き画像を合成して元画像を生成する様
子を示す参考図である。
【図１７】本発明の第１の実施形態において、片方の間引き画像から補間画像を生成する
様子を示す参考図である。
【図１８】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムにおける内視鏡スコープと画像
処理プロセッサ装置の接続を示すブロック図である。
【図１９】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムにおける内視鏡スコープと画像
処理プロセッサ装置の構成を示すブロック図である。
【図２０】本発明の第２の実施形態による内視鏡システムにおける内視鏡スコープと画像
処理プロセッサ装置の構成を示すブロック図である。
【図２１】本発明の第２の実施形態による内視鏡システムにおける送信部の構成を示すブ
ロック図である。
【図２２】本発明の第２の実施形態における伝送タイミングを示すタイミングチャートで



(6) JP 2012-245107 A 2012.12.13

10

20

30

40

50

ある。
【図２３】本発明の第２の実施形態による内視鏡システムにおける受信部の構成を示すブ
ロック図である。
【図２４】本発明の第２の実施形態による内視鏡システムにおける変換部の構成を示すブ
ロック図である。
【図２５】本発明の第２の実施形態による内視鏡システムにおける再変換部の構成を示す
ブロック図である。
【図２６】本発明の第２の実施形態による内視鏡システムにおける選択部が選択する画像
を示す参考図である。
【図２７】本発明の第３の実施形態による内視鏡システムにおける内視鏡スコープと画像
処理プロセッサ装置の構成を示すブロック図である。
【図２８】本発明の第３の実施形態による内視鏡システムにおける内視鏡スコープと画像
処理プロセッサ装置が対応している伝送方式を識別するための構成を示すブロック図であ
る。
【図２９】本発明の第３の実施形態による内視鏡システムにおける送信部の構成を示すブ
ロック図である。
【図３０】本発明の第３の実施形態による内視鏡システムにおける受信部の構成を示すブ
ロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、図面を参照し、本発明の実施形態を説明する。
【００２１】
　（第１の実施形態）
　まず、本発明の第１の実施形態を説明する。図１は、本実施形態による内視鏡システム
（内視鏡装置）の構成を示している。本実施形態の内視鏡システムは、撮像部１０２を内
蔵する内視鏡スコープ１０１と、画像処理プロセッサ装置１０３と、光源装置１０４と、
システムコントローラ１０５と、操作部１０６と、表示装置１０７と、記録装置１０８と
を有する。
【００２２】
　内視鏡スコープ１０１は、体腔内に挿入される部材である。撮像部１０２は、被写体で
ある体腔内を撮像して、画像情報を含む撮像画像を生成する。画像処理プロセッサ装置１
０３は、内視鏡スコープ１０１から出力された撮像画像に対して各種画像処理を施す。画
像処理プロセッサ装置１０３によって処理された撮像画像は、表示・記録画像として表示
装置１０７および記録装置１０８へ出力される。光源装置１０４は、システムコントロー
ラ１０５から出力される発光量情報に基づいて内視鏡スコープ１０１に照明光を出力する
。システムコントローラ１０５は内視鏡システム内の各部をコントロール（制御）する。
操作部１０６は、操作者が各種操作を行うための操作部材を有し、操作者が操作を行った
結果を示す操作情報をシステムコントローラ１０５へ出力する。表示装置１０７は、画像
処理プロセッサ装置１０３から出力される表示・記録画像を表示する。記録装置１０８は
、画像処理プロセッサ装置１０３から出力される表示・記録画像を媒体に記録する。
【００２３】
　次に、内視鏡システムの概略動作を説明する。内視鏡スコープ１０１は光源装置１０４
からの照明光を導光し、体腔内の部位を照明する。また、内視鏡スコープ１０１は、内蔵
されている撮像部１０２により対象部位の画像を撮像し、撮像画像を生成して出力する。
撮像画像は画像処理プロセッサ装置１０３に入力され、画像処理プロセッサ装置１０３に
よってノイズ軽減，色補正，色強調，輪郭強調等の各種の画像処理が行われる。このよう
な画像処理が施された後、表示・記録画像が表示装置１０７および記録装置１０８に出力
される。システムコントローラ１０５は、操作部１０６からの操作情報に従い、例えば画
像処理プロセッサ装置１０３の画像処理パラメータの変更を行い、操作者が所望する診断
画像を得る。
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【００２４】
　図２は内視鏡スコープ１０１と画像処理プロセッサ装置１０３のインターフェース部を
模式的に示している。内視鏡スコープ１０１内では、撮像部１０２によって取得された撮
像画像は、送信部１０９に入力される。送信部１０９は、撮像画像に対して、後述する所
定の変換を行うことにより、撮像部１０２が生成した撮像画像を、２つの異なる伝送方式
である有線通信および無線通信のそれぞれに対応した、２つの異なる型式の変換データに
変換し、有線通信および無線通信の伝送路を介して変換データを送信する。内視鏡スコー
プ１０１から出力された変換データは、２種類の伝送路を介して画像処理プロセッサ装置
１０３内の受信部１１０に伝送される。受信部１１０は、２種類の伝送路を介して変換デ
ータを受信し、送信部１０９で行われた変換に対応する再変換を行って変換データを撮像
画像に再変換し、受信画像データとして画像処理部１１１に出力する。画像処理部１１１
は、受信画像データに対して、各種画像処理を行う。
【００２５】
　ここで、本実施形態で用いる伝送方式について説明する。内視鏡で用いられる伝送方式
として、光信号や電気信号等の専用の通信線を使う方式、電源ラインに画像を重畳するな
ど他の伝送線路と伝送路を兼用する方式、無線通信や人体通信などのように、空中や人体
を媒体として使う方式など、各種の方式が提案されている。本実施形態で用いる伝送方式
は特定の伝送方式に限られるものではなく、上記のいずれかを組み合わせて使うことを前
提とする。
【００２６】
　専用の通信線を使う、光信号や電気信号を用いる伝送方式では、スコープ内に専用のケ
ーブルを使用する必要がある。しかし、無線通信や人体通信、電源ライン通信は送信部と
受信部の間に専用のケーブルを必要としない。これらの伝送方式を用いる場合、撮像素子
の近傍、すなわちスコープの先端部に送信部を配置し、画像処理プロセッサとの接続部近
傍に受信部を配置することにより、スコープ内のケーブルを削減することが可能となり、
スコープをより細径化することができる。
【００２７】
　それぞれの伝送方式について簡単に説明する。電気信号を伝送する方式としては、たと
えば特開２００８－８０００７号公報に開示されているような、差動信号により伝送を行
うものがある。図３は、差動ラインでアナログ画像信号を伝送する場合の構成を示してい
る。送信側に送信出力部２０１が設けられ、受信側に受信入力部２０２が設けられる。送
信出力部２０１は、変調部２０３と差動ドライバ２０４を有する。変調部２０３はアナロ
グ送信画像を変調する。差動ドライバ２０４は変調後のアナログ送信画像を差動信号とし
て伝送路に出力する。電源からのノイズの影響を受けにくくするため、伝送路として差動
ラインを使用する。受信入力部２０２は差動レシーバ２０５と復調部２０６を有する。差
動レシーバ２０５は差動信号を受信してアナログ画像を再構成し、復調部２０６に出力す
る。復調部２０６はアナログ画像に所定の復調を行った後、アナログ受信画像として出力
する。
【００２８】
　図４は、差動ラインでデジタル画像信号を伝送する場合の構成を示している。送信側に
送信出力部２０７が設けられ、受信側に受信入力部２０８が設けられる。送信出力部２０
７は、パラレルシリアル変換部２０９と差動ドライバ２１０を有する。受信入力部２０８
は、差動レシーバ２１１とシリアルパラレル変換部２１２を有する。基本的にはアナログ
信号の伝送と同様であるが、デジタル信号の場合には送信出力部２０７はパラレルシリア
ル変換部２０９によりパラレル信号を一旦シリアルに変換し伝送する。また、受信入力部
２０８はシリアルパラレル変換部２１２によりシリアル信号をパラレルに変換する。
【００２９】
　光通信を利用する方式は、たとえば特開２００８－３６３５６号公報に開示されている
。図５は、光通信でアナログ画像信号を伝送する場合の構成を示している。送信側に送信
出力部２１３が設けられ、受信側に受信入力部２１４が設けられる。送信出力部２１３は
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、変調部２１５と電光変換部２１６を有する。変調部２１５はアナログ送信画像を変調す
る。電光変換部２１６は変調後のアナログ送信画像を光信号に変換して光信号を伝送路（
光ファイバー）に出力する。受信入力部２１４は光電変換部２１７と復調部２１８を有す
る。光電変換部２１７は光信号を受信して電気信号に変換する。復調部２１８は変換後の
電気信号を復調した後、アナログ受信画像として出力する。
【００３０】
　図６は、光通信でデジタル画像信号を伝送する場合の構成を示している。送信側に送信
出力部２１９が設けられ、受信側に受信入力部２２０が設けられる。送信出力部２１９は
、パラレルシリアル変換部２２１と、変調部２２２と、電光変換部２２３とを有する。受
信入力部２２０は、光電変換部２２４と、復調部２２５と、シリアルパラレル変換部２２
６とを有する。電気信号の場合と同様に、入力側と出力側にそれぞれパラレルシリアル変
換部２２１とシリアルパラレル変換部２２６が設けられ、パラレル信号がシリアル化され
て伝送される。
【００３１】
　無線通信を利用する方式は、たとえば特開２００１－４６３３４号公報に開示されてい
る。図７は、無線通信でデジタル画像信号を伝送する場合の構成を示している。送信側に
送信出力部２２７が設けられ、受信側に受信入力部２２８が設けられる。送信出力部２２
７は、パラレルシリアル変換部２２９と変調部２３０を有する。パラレルシリアル変換部
２２９は、デジタル送信画像を構成するパラレル信号をシリアルに変換する。変調部２３
０は、シリアル信号を変調した後、アンテナ２３１を介して送信信号を無線で送信する。
受信入力部２２８は、復調部２３３とシリアルパラレル変換部２３４を有する。復調部２
３３は、アンテナ２３２を介して無線で受信した受信信号を復調する。シリアルパラレル
変換部２３４は復調後の受信信号をパラレルに変換してデジタル受信画像として出力する
。アナログ画像の無線伝送に関しては電気信号や光信号による伝送と同様にして行うこと
が可能である。
【００３２】
　人体通信を用いる方式は、たとえば特開２００４－３３７３５６号公報に開示されてい
る。図８は、人体通信でデジタル画像信号を伝送する場合の構成を示している。送信側に
送信出力部２３５が設けられ、受信側に受信入力部２３６が設けられる。送信出力部２３
５は、パラレルシリアル変換部２３７と変調部２３８を有する。受信入力部２３６は、復
調部２４１とシリアルパラレル変換部２４２を有する。無線通信の場合と同様に、パラレ
ル－シリアル変換が行われ、シリアル信号が変調された後、伝送路となる人体に接続した
電極２３９，２４０を通して通信が行われる。受信側でも無線通信の場合と同様に、受信
信号が復調されてシリアル－パラレル変換が行われた後、デジタル受信画像が出力される
。
【００３３】
　電源ライン通信を利用する方式は、たとえば特開２００４－８１７４８号公報に開示さ
れている。図９は、電源ライン通信でデジタル画像信号を伝送する場合の構成を示してい
る。送信側に送信出力部２４３が設けられ、受信側に受信入力部２４４が設けられる。送
信出力部２３５は、パラレルシリアル変換部２４５と、変調部２４６と、波形重畳部２４
７とを有する。パラレルシリアル変換部２４５は、デジタル送信画像を構成するパラレル
信号をシリアルに変換する。変調部２４６は、シリアル信号を変調する。波形重畳部２４
７は、変調後のシリアル信号を電源ラインに重畳する。受信入力部２４４は、電源供給部
２４８と、波形分離部２４９と、復調部２５０と、シリアルパラレル変換部２５１とを有
する。電源供給部２４８は、電源ラインに電源を供給する。波形分離部２４９は、電源ラ
インに重畳されているシリアル信号を分離する。復調部２５０は、分離されたシリアル信
号を復調する。シリアルパラレル変換部２５１は復調後のシリアル信号をパラレルに変換
してデジタル受信画像として出力する。以上の人体通信や電源ライン通信についても同様
にシリアル信号の代わりにアナログ信号を入力することでアナログ信号を伝送することが
可能となる。
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【００３４】
　以上のそれぞれの信号については、内視鏡使用時の異常発生の原因が異なる。たとえば
、有線による電気信号の伝送については電気接点の腐食や断線、コネクタの破損による接
触不良が問題となる。光通信ではコネクタ部の汚れが原因となり、伝送エラーが発生する
。また、無線通信や人体通信、電源ライン通信については外部のノイズによる影響を受け
やすいため、たとえば高周波処置具などの作動により画像が乱れることが考えられる。
【００３５】
　本実施形態では、デジタル画像信号を差動信号で伝送する伝送方式（図４）と、デジタ
ル画像信号を無線通信により伝送する伝送方式（図７）とを用いるものとする。なお、内
視鏡ではスコープ自体やケーブル類の細径化が求められるが、複数の伝送方式を用いる場
合、一方の伝送方式を、専用線を持たない無線方式とすることにより、通常の差動ライン
による伝送方式を用いる場合と同等の径でスコープやケーブル類を構成することが可能と
なる。
【００３６】
　図１０は送信部１０９の構成を示している。送信部１０９は、タイミングジェネレータ
３００，３０１と、変換部３０２と、送信出力部３０３，３０４とを有する。送信出力部
３０３は図４の送信出力部２０７に対応し、送信出力部３０４は図７の送信出力部２２７
に対応する。変換部３０２は、撮像部１０２が生成した撮像画像を、複数の異なる伝送方
式のそれぞれの伝送速度等に対応した、複数の異なる型式の変換データ（変換画像情報）
に変換して出力する。たとえば、無線などでは法令により帯域や出力が決められており、
送信できる伝送速度に限りがある。また、同様に差動信号で撮像画像を送る場合にも、伝
送路の特性や消費電力などの観点から伝送速度が規定されてしまう。このため、何らかの
画像データの削減（圧縮）が必要となる。変換部３０２はこのためのデータの削減も行う
。
【００３７】
　図１０に示すように、それぞれの伝送方式に対応して独立したタイミングジェネレータ
３００，３０１が設けられ、異なるタイミングで伝送が行われる。図１１は伝送タイミン
グの例を示している。ここでは、１フレームの画像を模式的に３つに分けた場合を用いて
説明するが、実際の伝送ではこれに限られるものではなく、１フレームの画像をより多数
のブロックへ分割して伝送する場合や、１フレームの画像を各画素やラインごとに分割し
て伝送する場合、１フレームの画像を伝送路ごとに異なる分割方法で分割して伝送する場
合でも同様である。
【００３８】
　タイミングジェネレータ３００，３０１は、差動通信の伝送タイミングに対し、所定の
時間遅れたタイミングで無線通信の伝送を行うように、各伝送方式に対応した送信出力部
３０３，３０４におけるデータの送信タイミングを制御する伝送タイミング信号を生成し
て出力する。したがって、１フレームの画像を分割した単位で見ると、同一のデータが２
つの伝送方式で異なるタイミングで送信される。これにより、差動通信と無線通信に同時
に障害が発生した場合、たとえば、差動通信のデータ２と無線通信のデータ１の送信タイ
ミングで障害が発生しても、それぞれ、差動通信のデータ１および無線通信のデータ２に
障害は発生しない。なお、それぞれ独立したタイミングジェネレータにより通信を行う例
を記載しているが、単一のタイミングジェネレータにより、異なる伝送タイミングを発生
させてもよい。
【００３９】
　図１２は受信部１１０の構成を示している。受信部１１０は、受信入力部３１０，３１
１と、再変換部３１２と、障害検出部３１３とを有する。受信入力部３１０は図４の受信
入力部２０８に対応し、受信入力部３１１は図７の受信入力部２２８に対応する。再変換
部３１２は、受信入力部３１０，３１１から出力される変換データに対して、送信時の変
換に対応した再変換を行い、受信画像を生成して出力する。障害検出部３１３は、高周波
処置具の作動による障害や、差動通信や無線通信の伝送データ（差動入力、無線入力）か
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ら伝送路の障害を検出し、障害の有無に応じた障害検出信号（障害検出情報）を出力する
。
【００４０】
　再変換部３１２は、障害検出部３１３からの障害検出信号に基づいて処理を行う。障害
検出信号に基づいて、障害を検出した場合、または、高周波処置具の作動による障害が予
測できる場合には、再変換部３１２は通常時の処理を変え、後述する障害発生に合わせた
処理を行う。なお、受信データから障害を検出する方法としては、各種の方法が考えられ
る。たとえば、既知のデータを所定の周期で伝送し、その値を比較して検出したり、また
、エラー検出コードをデータに付加し、その結果より検出したりしてもよい。また、複数
系統で画像を送るので、その画像間の比較を行ってもよい。
【００４１】
　次に、変換部３０２と再変換部３１２について説明する。前述したように変換部３０２
では、各伝送方式に対応する伝送路の帯域に合わせた変換が行われる。本実施形態では伝
送路として無線通信路と差動ラインを使用するが、そのそれぞれについて、画像データの
間引きが行われる。
【００４２】
　図１３は変換部３０２の構成を示している。変換部３０２は、それぞれの伝送路用に画
像の間引きを行うための間引き画像生成部３１５，３１６を有する。ここで、間引きとし
て画素またはラインの間引きを行うものが考えられる。本実施形態では、差動ライン側の
間引き画像生成部３１５が、奇数画素を間引いた第１の間引き画像を出力し、無線側の間
引き画像生成部３１６が、偶数画素を間引いた第２の間引き画像を出力するものとする。
【００４３】
　図１４は、２種類の間引き画像を生成する様子を示している。図１４に示すように、間
引き前の画像である元画像の１画素ごとに各画素が偶数画素と奇数画素とに割り当てられ
る。間引き画像生成部３１５は、偶数画素に割り当てられた画素からなる第１の間引き画
像を生成し、間引き画像生成部３１６は、奇数画素に割り当てられた画素からなる第２の
間引き画像を生成する。
【００４４】
　図１５は再変換部３１２の構成を示している。変換部３０２は、合成部３１７と、補間
部３１８と、選択部３１９とを有する。合成部３１７は、それぞれの伝送路から受信され
た間引き画像（差動受信データ、無線受信データ）を合成し、間引き前の元画像を生成す
る。図１６は、間引き画像を合成して元画像を生成する様子を示している。合成部３１７
は、第１の間引き画像の各画素を偶数画素に配置し、第２の間引き画像の各画素を奇数画
素に配置することで第１の間引き画像と第２の間引き画像を合成し、元画像を生成する。
【００４５】
　補間部３１８は、２つの伝送方式のいずれかに障害がある場合に対応するため、片方の
間引き画像から、元画像に相当する補間画像を生成する。図１７は、片方の間引き画像か
ら補間画像を生成する様子を示している。ここでは、無線通信に障害があった場合に使用
される補間画像を生成する様子が示されている。補間部３１８は、差動ラインで伝送され
た第１の間引き画像の画素を偶数画素に配置し、さらに奇数画素については、隣接する偶
数画素から補間を行い、元画像に相当する補間画像を生成する。上記と同様に補間部３１
８は、第２の間引き画像から補間画像を生成する。
【００４６】
　上記の説明では、２つの伝送方式に割り当てる画素の間引きの割合や方法について言及
しなかったが、実際には各伝送路での伝送速度は異なるため、その間引き率も伝送路ごと
に異なる。
【００４７】
　選択部３１９は、障害検出信号に基づいて、合成部３１７が生成した元画像と、補間部
３１８が生成した２種類の補間画像との中からいずれかを選択し、受信画像として出力す
る。たとえば、無線通信にも差動ラインにも障害が検出されていない場合には、選択部３
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１９は、元画像を選択して受信画像として出力する。また、高周波処置具等の影響で無線
通信に障害が検出された場合には、選択部３１９は、差動ラインで伝送された第１の間引
き画像のみから生成された補間画像を選択して受信画像として出力する。また、コネクタ
の腐食等により差動ラインに障害が検出された場合には、選択部３１９は、無線通信で伝
送された第２の間引き画像のみから生成された補間画像を選択して受信画像として出力す
る。
【００４８】
　次に、本実施形態の変形例を説明する。この例では、２種類の伝送方式として、電源ラ
イン通信と無線通信を用いる。図１８は、内視鏡スコープ１０１と画像処理プロセッサ装
置１０３の接続を模式的に示している。この例では、機構的な接続は、内視鏡スコープ１
０１内部の電気回路を動作させるための電源ラインと、図示しない送気・送水のチャネル
や導光のためのライトガイドのみとなる。
【００４９】
　図１９は、内視鏡スコープ１０１と画像処理プロセッサ装置１０３の内部の構成を示し
ている。内視鏡スコープ１０１内では撮像部１０２が取得した撮像画像は変換部３０２に
入力され、変換後の撮像画像が、電源ライン通信に対応した送信出力部３０３と、無線通
信に対応した送信出力部３０４とに入力される。すなわち、撮像画像は、電源ライン通信
と無線通信によって画像処理プロセッサ装置１０３に伝送される。
【００５０】
　画像処理プロセッサ装置１０３内では、受信入力部３１０が電源ラインから分離した撮
像画像と、受信入力部３１１が無線通信により受信した撮像画像とが再変換部３１２に入
力される。なお、以後の動作は、前述した動作と同様である。この構成では、撮像部１０
２の近傍すなわち内視鏡スコープ１０１の先端部に送信出力部３０３，３０４を配置する
ことにより、内視鏡スコープ１０１の先端部から内視鏡スコープ１０１と画像処理プロセ
ッサ装置１０３の接続部までの伝送のための専用ケーブルが不要となるため、内視鏡スコ
ープ１０１を細径化することが可能となる。なお、ここでは画像処理プロセッサ装置１０
３内に受信入力部３１０，３１１を配置したが、内視鏡スコープ１０１と画像処理プロセ
ッサ装置１０３のインターフェースの汎用化を考慮し、内視鏡スコープ１０１内に配置さ
れた、画像処理プロセッサ装置１０３とのコネクタ部に内蔵することも可能である。
【００５１】
　上述したように、本実施形態によれば、内視鏡スコープ１０１と画像処理プロセッサ装
置１０３との間で複数の伝送方式で撮像画像を伝送することによって、特定の伝送方式に
おいて、各種の異常による伝送の障害が発生しても、画像が途切れることなく画像伝送を
行うことができる。なお、本実施形態では伝送方式として、デジタル信号を差動信号で伝
送する方式と、デジタル信号を無線通信で伝送する方式とを使用した例で説明したが、こ
れに限られるものではなく、アナログ信号を差動信号で伝送する方式等を使用することも
可能である。また、光通信や人体通信を用いる場合も、本実施形態の主旨を変えずに、送
信部と受信部に対して、それぞれの伝送方式に対応した変更を行うことで実現することが
可能である。
【００５２】
　また、いずれかの伝送方式による伝送路の障害が検出された場合に、選択部３１９が、
障害の無い伝送方式により送信された画像を選択して出力することによって、伝送路の障
害が受信画像に影響しなくなる。
【００５３】
　また、専用線による有線通信を用いる伝送方式（光信号や電気信号を用いる伝送方式）
や、電源ライン（電源線）へ撮像画像を重畳する伝送方式で撮像画像を伝送する場合には
、電磁波等による周辺環境の影響を受けにくい伝送路により伝送を行うため、障害が発生
しにくく、画像の伝送を確保することができる。
【００５４】
　また、無線通信を用いる伝送方式で撮像画像を伝送する場合には、腐食や汚れ、破損に
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よる接触不良が起こりにくい伝送路により伝送を行うため、障害が発生しにくく、画像の
伝送を確保することができる。
【００５５】
　また、専用線による有線通信を用いる伝送方式と、無線通信を用いる伝送方式とを組み
合わせて撮像画像を伝送する場合には、同一原因による障害が発生しにくくなる。さらに
、専用線を用いない無線通信との組み合わせであるため、従来の内視鏡システムの構成を
変更して本実施形態を実現する場合に、ケーブル径を増やさずに画像の伝送を確保するこ
とができる。
【００５６】
　また、専用線による有線通信を用いる伝送方式と、電源ライン（電源線）へ撮像画像を
重畳する伝送方式とを組み合わせて撮像画像を伝送する場合には、同一原因による障害が
発生しにくくなる。さらに、専用線を用いない、電源ラインへ撮像画像を重畳する伝送方
式との組み合わせであるため、従来の内視鏡システムの構成を変更して本実施形態を実現
する場合に、ケーブル径を増やさずに画像の伝送を確保することができる。
【００５７】
　また、撮像画像を複数の分割画像に分割して送信する際に、同一の分割画像を複数の異
なる伝送方式間で異なるタイミングで送信することによって、同一データに対する障害を
受けにくくなる。
【００５８】
　（第２の実施形態）
　次に、本発明の第２の実施形態を説明する。本実施形態の内視鏡システムの全体構成は
、第１の実施形態で示した構成（図１）と同様である。図２０は、本実施形態の内視鏡ス
コープ１０１と画像処理プロセッサ装置１０３のインターフェース部を模式的に示してい
る。第１の実施形態で説明したインターフェース部（図２）とほぼ同様であるが、本実施
形態では、伝送の信頼性を上げるために３系統の伝送方式を使用している。本実施形態で
は、デジタル画像信号を光通信で伝送する伝送方式（図６）と、デジタル画像信号を人体
通信で伝送する伝送方式（図８）と、デジタル画像信号を電源ライン通信で伝送する伝送
方式（図９）とを用いるものとする。
【００５９】
　図２１は送信部１０９の構成を示している。送信部１０９は、タイミングジェネレータ
４００と、変換部４０１と、送信出力部４０２，４０３，４０４とを有する。送信出力部
４０２は図６の送信出力部２１９に対応し、送信出力部４０３は図８の送信出力部２３５
に対応し、送信出力部４０４は図９の送信出力部２４３に対応する。
【００６０】
　変換部４０１は、第１の実施形態と同様に、撮像部１０２が生成した撮像画像を、複数
の異なる伝送方式のそれぞれの伝送速度等に対応した、複数の異なる型式の変換データ（
変換画像情報）に変換して出力する。タイミングジェネレータ４００は、各伝送方式に対
応した送信出力部４０２，４０３，４０４におけるデータの送信タイミングを制御する伝
送タイミング信号を生成して出力する。
【００６１】
　図２２は伝送タイミングの例を示している。ここでは、第１の実施形態と同様に１フレ
ームの画像を模式的に３つに分けた場合を用いて説明するが、実際の伝送ではこれに限ら
れるものではない。タイミングジェネレータ４００は、同一の分割画像に関して、光通信
、人体通信、電源ライン通信で異なる順番で伝送を行うように伝送タイミング信号を発生
する。図２２では、１フレームの画像がデータ１，２，３の３つのデータに分割され、光
通信ではデータ１，２，３の順に画像が伝送され、人体通信ではデータ２，３，１の順に
画像が伝送され、電源ライン通信ではデータ３，１，２の順に画像が伝送される。
【００６２】
　第１の実施形態と同様に、光通信、人体通信、電源ライン通信のそれぞれに同時に障害
が発生した場合、たとえば、光通信のデータ２と人体通信のデータ３と電源ライン通信の
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データ１の送信タイミングで障害が発生しても、障害発生時に送信された画像は他の送信
タイミングで伝送されている。なお、単一のタイミングジェネレータを用いる例を説明し
たが、第１の実施形態と同様のそれぞれ独立したタイミングジェネレータにより伝送タイ
ミングを発生させてもよい。
【００６３】
　図２３は受信部１１０の構成を示している。受信部１１０は、受信入力部４１０，４１
１，４１２と、再変換部４１３と、障害検出部４１４とを有する。受信入力部４１０は図
６の受信入力部２２０に対応し、受信入力部４１１は図８の受信入力部２３６に対応し、
受信入力部４１２は図９の受信入力部２４４に対応する。再変換部４１３は、受信入力部
４１０，４１１，４１２から出力される変換データに対して、送信時の変換に対応した再
変換を行い、受信画像を生成して出力する。障害検出部４１４は、光通信、人体通信、電
源ライン通信の伝送データ（光通信入力、人体通信入力、電源ライン通信入力）から伝送
路の障害を検出し、障害の有無に応じた障害検出信号を出力する。障害が検出された場合
には、送信側の変換部４０１および受信側の再変換部４１３はその処理を変え、障害発生
に合わせた処理を行う。
【００６４】
　次に、変換部４０１と再変換部４１３の詳細について説明する。第１の実施形態と同様
に変換部４０１は、対応する伝送路の帯域に合わせた変換を行う。図２４は変換部４０１
の構成を示している。変換部４０１は、画像圧縮部４１５と、差分生成部４１６と、選択
部４１７とを有する。本実施形態では、光通信の伝送路には非圧縮の撮像画像が出力され
る。画像圧縮部４１５は、撮像画像に対してＪＰＥＧや、ガンマ変換、間引き等の非可逆
圧縮を施すことにより撮像画像を圧縮した圧縮画像（第１の変換画像情報）を生成し、人
体通信の伝送路に出力する。差分生成部４１６は、人体通信用の圧縮画像を一旦伸長し、
撮像部１０２からの撮像画像と、非可逆圧縮により圧縮された圧縮画像を伸張した画像と
の差分画像を生成することにより圧縮差分データ（第２の変換画像情報）を生成する。
【００６５】
　選択部４１７は、電源ライン通信の伝送路に出力するデータを選択する。受信部１１０
からの障害検出信号に基づいて、人体通信に障害が発生していないことが検出された場合
には、選択部４１７は、差分生成部４１６からの圧縮差分データを選択する。また、人体
通信に障害が発生したことが検出された場合には、圧縮差分データのみを送っても受信部
１１０で圧縮差分データを伸長できないため、選択部４１７は、画像圧縮部４１５からの
通常の圧縮データ（第３の変換画像情報）を選択する。
【００６６】
　図２５は再変換部４１３の構成を示している。再変換部４１３は、伸長部４１８と、伸
長部４１９と、加算部４２０と、選択部４２１とを有する。伸長部４１８は、人体通信の
伝送路から受信した圧縮データを伸長する。加算部４２０は、伸長部４１８が伸長したデ
ータに対して、電源ライン通信の伝送路から受信した圧縮差分データを加算することによ
り、撮像画像を復元する。伸長部４１９は、人体通信に障害が発生した場合に電源ライン
通信で圧縮データが伝送されることに対応して設けられており、電源ライン通信の伝送路
から受信した圧縮データを伸長する。
【００６７】
　選択部４２１は、光通信の伝送路から受信した、撮像画像に対応する非圧縮画像Ｄ０と
、加算部４２０が復元した撮像画像Ｄ１と、伸長部４１８が伸長した伸長画像Ｄ２と、伸
長部４１９が伸長した伸長画像Ｄ３との中からいずれかを選択して受信画像として出力す
る。図２６は、障害検出信号に応じて選択部が選択する画像を示している。光通信に障害
が発生していない場合には、選択部４２１は、光通信の伝送路から受信した非圧縮画像Ｄ
０を選択する。また、光通信に障害が発生し、人体通信と電源ライン通信には障害が発生
していない場合には、選択部４２１は、加算部４２０が復元した撮像画像Ｄ１を選択する
。
【００６８】
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　さらに、光通信に障害が発生し、かつ、電源ライン通信に障害が発生している場合には
、選択部４２１は、伸長部４１８が伸長した伸長画像Ｄ２を選択する。また、光通信に障
害が発生し、かつ、人体通信に障害が発生している場合には、選択部４２１は、伸長部４
１９が伸長した伸長画像Ｄ３を選択する。
【００６９】
　上述したように、本実施形態によれば、光通信に障害が発生した場合でも、人体通信と
電源ライン通信に障害が発生していなければ、劣化のない画像を伝送することができる。
また、光通信に加え、もう一系統の通信に障害が発生した場合にも、劣化はするものの画
像伝送自体は途切れることなく行うことができる。
【００７０】
　（第３の実施形態）
　次に、本発明の第３の実施形態を説明する。本実施形態の内視鏡システムの全体構成は
、第１の実施形態で示した構成（図１）と同様である。図２７は本実施形態の内視鏡スコ
ープ１０１と画像処理プロセッサ装置１０３のインターフェース部を模式的に示している
。本実施形態では、伝送路として、デジタル画像信号を光通信で伝送する伝送方式（図６
）による伝送路１と、デジタル画像信号を差動通信で伝送する伝送方式（図４）による伝
送路２と、デジタル画像信号を電源ライン通信で伝送する伝送方式（図９）による伝送路
３と、デジタル画像信号を人体通信で伝送する伝送方式（図８）による伝送路４とを用い
るものとする。
【００７１】
　内視鏡スコープ１０１と画像処理プロセッサ装置１０３はそれぞれ３系統の伝送方式を
使用している。内視鏡スコープ１０１は、光通信（伝送路１）、差動通信（伝送路２）、
電源ライン通信（伝送路３）に対応し、画像処理プロセッサ装置１０３は、光通信（伝送
路１）、差動通信（伝送路２）、人体通信（伝送路４）に対応している。この場合、内視
鏡スコープ１０１は伝送路３に接続できるが、画像処理プロセッサ装置１０３は、対応す
るインターフェースがないため、伝送路３に接続できない。また、画像処理プロセッサ装
置１０３は伝送路４に接続できるが、内視鏡スコープ１０１は、対応するインターフェー
スがないため、伝送路４に接続できない。
【００７２】
　ここで、内視鏡の画像処理プロセッサ装置は、用途などに応じて複数のスコープを付け
替えて使用するのが一般的である。この場合、スコープ毎に画像処理や制御信号などを変
える必要があるため、スコープ内にはスコープの種別を示すスコープ情報が格納されてお
り、画像処理プロセッサ装置はスコープ情報を読み出すことによりスコープの識別を行う
。また、同様にスコープ側でも、接続する画像処理プロセッサ装置の種類により伝送方式
などの各種設定を変更するために、画像処理プロセッサ装置の識別を行う必要がある。
【００７３】
　本実施形態の内視鏡スコープ１０１と画像処理プロセッサ装置１０３が対応している伝
送方式の識別について、図２８を用いて説明する。図２８において、図２７に示した構成
については図示を省略している。本実施形態では画像処理プロセッサ装置１０３内に識別
信号生成部１２０と画像処理プロセッサ情報ＲＯＭ１２１が内蔵されている。画像処理プ
ロセッサ情報ＲＯＭ１２１には、画像処理プロセッサ装置１０３を識別する画像処理プロ
セッサ情報が格納されている。画像処理プロセッサ情報には、画像処理プロセッサ装置１
０３が対応している伝送方式に関する情報が含まれており、画像処理プロセッサ情報によ
って、画像処理プロセッサ装置１０３が対応可能な伝送方式を識別することが可能である
。
【００７４】
　また、内視鏡スコープ１０１内に、内視鏡スコープ１０１の種別を識別するスコープ情
報ＲＯＭが格納されたスコープ情報ＲＯＭ１２２が内蔵されている。スコープ情報には、
内視鏡スコープ１０１が対応している伝送方式に関する情報が含まれており、スコープ情
報によって、内視鏡スコープ１０１が対応可能な伝送方式を識別することが可能である。
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【００７５】
　識別信号生成部１２０は、画像処理プロセッサ情報ＲＯＭ１２１から画像処理プロセッ
サ情報を読み出し、画像処理プロセッサ情報に基づいて、画像処理プロセッサ装置１０３
が対応可能な伝送方式の情報を含む画像処理プロセッサ識別信号を生成する。また、識別
信号生成部１２０は、スコープ情報ＲＯＭ１２２からスコープ情報を読み出し、スコープ
情報に基づいて、内視鏡スコープ１０１が対応可能な伝送方式の情報を含むスコープ識別
信号を生成する。
【００７６】
　図２９は送信部１０９の構成を示している。送信部１０９は、タイミングジェネレータ
５００と、変換部５０１と、送信出力部５０２，５０３，５０４とを有する。送信出力部
５０２は図６の送信出力部２１９に対応し、送信出力部５０３は図４の送信出力部２０７
に対応し、送信出力部５０４は図９の送信出力部２４３に対応する。
【００７７】
　変換部５０１は、第１の実施形態と同様に、撮像部１０２が生成した撮像画像を、複数
の異なる伝送方式のそれぞれの伝送速度等に対応した、複数の異なる型式の変換データ（
変換画像情報）に変換して出力する。タイミングジェネレータ５００は、各伝送方式に対
応した送信出力部５０２，５０３，５０４におけるデータの送信タイミングを制御する伝
送タイミング信号を生成して出力する。伝送タイミング信号に関する制御は、第２の実施
形態で説明した制御と同様である。
【００７８】
　変換部５０１には、第１の実施形態および第２の実施形態で説明した障害検出信号に加
えて、画像処理プロセッサ装置１０３の識別信号生成部１２０が生成した画像処理プロセ
ッサ識別信号が入力される。本実施形態では画像処理プロセッサ装置１０３は電源ライン
通信に対応していない。変換部５０１は、画像処理プロセッサ識別信号に基づいて、画像
処理プロセッサ装置１０３が対応していない伝送方式である電源ライン通信の伝送路への
画像データの出力をマスクする（電源ライン通信の伝送路への画像データの出力を停止す
る）。また、第２の実施形態と同様に、電源ライン通信の有無に応じて差動通信用のデー
タの型式を変更する場合には、画像処理プロセッサ識別信号に応じてデータの型式を変更
すればよい。
【００７９】
　図３０は受信部１１０の構成を示している。受信部１１０は、受信入力部５１０，５１
１，５１２と、再変換部５１３と、障害検出部５１４とを有する。受信入力部５１０は図
６の受信入力部２２０に対応し、受信入力部５１１は図４の受信入力部２０８に対応し、
受信入力部５１２は図８の受信入力部２３６に対応する。再変換部５１３は、受信入力部
５１０，５１１，５１２から出力される変換データに対して、送信時の変換に対応した再
変換を行い、受信画像を生成して出力する。障害検出部５１４は、光通信、差動通信、人
体通信の伝送データ（光通信入力、差動通信入力、人体通信入力）から伝送路の障害を検
出し、障害の有無に応じた障害検出信号を出力する。
【００８０】
　再変換部５１３には、障害検出信号に加えて、画像処理プロセッサ装置１０３の識別信
号生成部１２０が生成したスコープ識別信号が入力される。本実施形態では内視鏡スコー
プ１０１は人体通信に対応していない。人体通信の伝送路からの情報を用いることは、誤
動作の原因等にもつながるため好ましくない。再変換部５１３は、受信入力部５１２から
の画像データをマスクし（受信入力部５１２からの画像データの入力を停止し）、受信入
力部５１０および受信入力部５１１からの画像データのみから受信画像の再変換を行う。
【００８１】
　本実施形態において、障害検出に係る動作は第２の実施形態で説明した動作と同様であ
る。本実施形態では内視鏡スコープおよび画像処理プロセッサ装置がそれぞれ３系統の伝
送方式に対応した例について説明したが、必ずしもこれに限られるわけではない。内視鏡
の用途や使用環境によっては必ずしもここまでの機能が必要ない場合がある。すなわち３
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系統のうちの２系統や１系統のみでも使用することは可能であり、２系統あるいは１系統
のみの伝送方式を用意することにより内視鏡スコープや画像処理プロセッサ装置の小型化
やコストダウンを実現することができる。この場合、前述した例と同様に、内視鏡スコー
プまたは画像処理プロセッサ装置のどちらかに未使用の伝送路が存在するが、上記のよう
にその伝送路に係るデータをマスクすることによって誤動作を防止することが可能となる
。
【００８２】
　上述したように、本実施形態によれば、特定の伝送方式において、各種の異常による伝
送の障害が発生しても、画像が途切れることなく画像伝送を行うことができ、かつ、内視
鏡スコープと画像処理プロセッサ装置とで対応可能な伝送方式が異なる場合でも、正常に
画像伝送を行うことができる。なお、本実施形態では伝送方式として第１の実施形態で使
用した、デジタル信号を送信する差動通信と無線通信を使用しても同様に実現することが
可能である。
【００８３】
　以上、図面を参照して本発明の実施形態について詳述してきたが、具体的な構成は上記
の実施形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含ま
れる。
【符号の説明】
【００８４】
　１０１・・・内視鏡スコープ、１０２・・・撮像部、１０３・・・画像処理プロセッサ
装置、１０４・・・光源装置、１０５・・・システムコントローラ、１０６・・・操作部
、１０７・・・表示装置、１０８・・・記録装置、１０９・・・送信部、１１０・・・受
信部、１１１・・・画像処理部、１２０・・・識別信号生成部、１２１・・・画像処理プ
ロセッサ情報ＲＯＭ、１２２・・・スコープ情報ＲＯＭ、２０１，２０７，２１３，２１
９，２２７，２３５，２４３，３０３，３０４，４０２，４０３，４０４，５０２，５０
３，５０４・・・送信出力部、２０２，２０８，２１４，２２０，２２８，２３６，２４
４，３１０，３１１，４１０，４１１，４１２，５１０，５１１，５１２・・・受信入力
部、２０３，２１５，２２２，２３０，２３８，２４６・・・変調部、２０４，２１０・
・・差動ドライバ、２０５，２１１・・・差動レシーバ、２０６，２１８，２２５，２３
３，２４１，２５０・・・復調部、２０９，２２１，２２９，２３７，２４５・・・パラ
レルシリアル変換部、２１２，２２６，２３４，２４２，２５１・・・シリアルパラレル
変換部、２１６，２２３・・・電光変換部、２１７，２２４・・・光電変換部、２３１，
２３２・・・アンテナ、２３９，２４０・・・電極、２４７・・・波形重畳部、２４８・
・・電源供給部、２４９・・・波形分離部、３００，３０１，４００，５００・・・タイ
ミングジェネレータ、３０２，４０１，５０１・・・変換部、３１２，４１３，５１３・
・・再変換部、３１３，４１４，５１４・・・障害検出部、３１５・・・間引き画像生成
部、３１６・・・間引き画像生成部、３１７・・・合成部、３１８・・・補間部、３１９
・・・選択部、４１５・・・画像圧縮部、４１６・・・差分生成部、４１７，４２１・・
・選択部、４１８，４１９・・・伸長部、４２０・・・加算部
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